
画像処理技術を様々な産業分野、利用場面に適用する
ことで、新たな価値やサービスを創造していくことを
目指しています。
略歴 所属学会など
2017年3月までの26年間、日本電信電話株式会社の研
究所（前任はﾒﾃﾞｨｱｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽ研究所）において文書解
析、色情報処理、映像検索、映像監視等の画像処理技
術の研究開発に従事した。2017年4月に日本工業大学
工学部情報工学科の教授に着任し、現在は安全管理を
目的とした画像処理技術の研究を行いながら、画像処
理の新たな可能性を模索する取組みを行っている。
2014年度画像電子技術賞 受賞

■所属学会
・映像情報メディア学会
・画像電子学会
・電子情報通信学会
■委員等
・映像情報メディア学会
メディア工学研究会委員

他

公共空間の安全を実現する画像処理技術の研究

主な論文発表
1)新井ほか: Estimating Number of People using Calibrated
Monocular Camera based on Geometrical Analysis of 
Surface Area, 電子情報通信学会英文論文誌, Vol.E92-A, No.8, 
pp.1932-1938
2)新井:Braille block recognition by analyzing autocorrelation
patterns, Proc. SPIE 13164, International Workshop on Advanced 
Imaging Technology (IWAIT) 2024, 131641V (2 May
2024); https://doi.org/10.1117/12.3018706

共同研究の事例

○画像処理の安定動作に向けた共同研究
○車載ラインセンサ画像のノイズ除去技術の共同研究
○車載ラインセンサ画像の品質改善技術の共同研究
○義足制作のための下肢輪郭計測に関する共同研究
など
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日本工業大学 先進工学部 情報メディア工学科 新井 啓之
Tel. 0480(33)7467 (直通), E-mail : arai.hiroyuki@nit.ac.jp

研究紹介

画像処理・センシング
・画像認識・映像解析

新井 啓之
あらい ひろゆき先進工学部

情報メディア工学科 教授

本研究では、市街地、駅、空港などの公共空
間の安全性と快適性を実現するための画像処
理技術の実現を最大の目標とします。
人流解析技術は、定点カメラで撮影した動画
像を分析することで、その場所のおおよその
混雑度や流動状態を推定する技術です。この
研究では、個々の人物を検出することなく、
あたかも流体のように人流を把握する手法の
開発を進めています。
点字ブロック認識では、視覚障がいを持つ方
が街中で移動することを支援するため、点字
ブロックや周囲の状況を認識し、音声などで
案内する技術の確立を目指しています。
このほか、車載カメラセンサを利用したイン
フラ構造物の状態把握、リハビリや健康増進
を支援する画像処理技術などにも取り組んで
います。

２）点字ブロックの認識技術

１）人流解析技術

群集全体としての見え方や挙
動を画像処理により計測する
ことで大よその人流状態を把
握し、安全管理に役立てる。

密度

流速
流量

歩道や駅などに設置された点
字ブロックを認識し、音声な
どで案内する技術を実現する。

画像処理

上記テーマ以外にも画像処理技術の新たな応用可能性を探る様々な検討を進めています

3）都市のインフラ管理

車載カメラセンサを利用して、
建物、道路、電柱などのイン
フラの状態を把握する技術を
確立する。 ラインセンサ画像の振動補正
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誰でもが使いやすい情報システムの実現を⽬標として、
ウェアラブルデバイスを活⽤した⼈間の⾏動認識技術を
もとにその応⽤を⽬指した研究開発をしています。

略歴 所属学会など
神奈川⼯科⼤学⼯学部情報⼯学科に在職中、情
報処理振興事業協会（IPA）の次世代デジタル
応⽤基盤開発事業にて「インターワークフロー
管理システムの開発と実証実験」に従事した。
その後、⽇本⼯業⼤学に着任、現在に⾄る。

情報処理学会
教育情報システム学会
⼈⼯知能学会

⼈間の⾏動認識技術の応⽤に関わる研究
スマートフォーンやタブレットに加え、体に⾝に着けて利⽤するウェアラブルデバイスを活⽤して、
⼈間の⾏動を認識する技術（マルチモーダル情報を活⽤した⼈間の⾏動認識技術）をユーザ⽀援に
適⽤することを⽬的とした研究を⾏っています。

複数のスマートデバイスを活⽤した個⼈適応型学習環境に関する研究では、タブレットを学習端末
とし、スマートグラスやスマートウォッチを⾝に着けた学習者の学習⾏動の分析と学習効果への影
響を試作システムを通して明らかにしています。

情報処理振興事業協会（IPA)・次世代デジタ
ル応⽤基盤開発事業「インターワークフロー
管理システムの開発と実証実験

研究紹介

ネットワーク情報システム
⼈間⾏動認識技術

IoT勝間⽥ 仁
かつまた まさし

教授

共同研究の事例 主な論⽂発表
１）M.Katsumata︓Learning User Interface Design for
Smart Learning Environment，The 15th International
Conference on Education Technology and Computers，
2023．
２ ） M.Katsumata ︓ Design Considerations for a
Multiple Smart-device-based Personalized Learning
Environment （ Advances in Intelligent Systems
Research and Innovation）,Springer, 2022.

先進⼯学部
情報メディア⼯学科

競争的資⾦等の研究課題
科研費基盤研究(C) ︓複数のスマートデバイス
を活⽤した個⼈適応型学習環境の研究開発 ，
2019〜2022．


